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仁二I例

9年度に実摘した静間県掛川市高翻所に所在する前部古墳群の確認調

1/4を県の補助金

1。本書は、平成 8

査報告書である O

2.調査は土地区画整理事業に先立つ緊急確認調査で、調査費用の 1

を受け掛川市教育委員会が実施した。

ム発掘調査に際しでは、土地所有者の方々をはじめ周辺土地所有者の方々には多大なご理解とご協

を

2を

4.確認、調査は、掛川市教育委員会の前田庄ーが担当した0

5.調査の記録は、掛j丹市教育委員

伊日

している O

凡

し挿図における方位は、座標の北である O

2. 本所で使用した遺構名称は次の意味である。

SX:性格不明な

と同一である O

次口

H

3. 遺物の番号は、挿図と
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I 調査と環跡の概要

上調査にい レ
}明 的

市内高御所(こうごうしょ)

り込む地形をしている。この

たかも指を広げたごとくに

ることは、東名

その搭の間に

つ

や、

地区の東隣り

A 

bコ

1，:. 
乙ム

!市教育委員会では、

まで知られていなzドつ

は高御所地区と

る場所で前坪古墳群 6号墳の発掘調査を

ている O こ

を実施している。こ

らかとなっ

には高御所に

7年度から用地内

に連なる丘陵を踏査したところ、今まで円墳と考えられてい

が考えら

この 3号墳)詞辺では、高御所本村地区土地区画整理事業の計画が立てら

委員会では、平成 8年 1月18日に区画整理事業の担当課に前方後円墳らし

して、 2月四日に長谷土地区画整理事業用地内の遺跡の取扱いについて協議し

の確認調査につし〉て協議しこれを実施する方向で合意した。そして平成 8

墳であるかどうかを確認するための調査を実施した。

この確認調査により、前坪 3号墳が古壊時代前期に位置つξけられる

たことから、その西に位置する 2号墳と東に位置する 4号墳について、 3号墳との

めの確認調査を平成 9年度に実施するに至った。

7年度

に西

ると

3号墳

ることが判明し

を把握するた

2 .調査の方法と経過

3号墳は、前方部を北西に向ける前方後円墳であり、南半分が山林、北半分が茶畑となってい

は、すでに人の手は加えられておらず、茶の木が大人の背丈以上に伸びていた。確認調査は、主

として茶畑部分を対象として行うことにし茶のの伐採から着手した。茶の木を罰採したところで、

前方後円の形が明瞭とまったため、後円部と前方部に幅 1mのトレンチを言十 9本設定し、人力で掘削

した。各トレンチは、古墳であることを確認した段階で掘削を終了した。この 3号墳の確認調査は、

平成 8年度に、 トレンチ掘削とうジコンヘリコブターによる景観写真撮影を実施し、平成 9年度にラ

ジコンハリコブター使用の空中写真による縮尺100分の lの墳丘潤量図を作成した。

2号墳は全体が山林であり、樹木をそのまま残してトレンチを設定することとした。この 2号壇の

調査では、地山の離を使用した葺石状のものが確認された時点で、また主体部状の掘り込みを確認し

を終了したために、掘り込みの規額等の確認まで、は至っていない。

4 

'/  ，;..1，-えb

工L

なっていたので、この部分にトレ

この 4号墳の確認調査では、 i茸状遺構の規模を

し

して、 2号墳b3号I賞、 4号墳のトレンチ し した。

内
/
〕
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され、(' 

る環j協古墳群3薗

となっている c

として。

の前方後円墳で

/形古墳、

〈乃

66n1 

この間
，. 
~ 
乙~

る
。

る

る

円筒埴輪、

l左岸の

津原古墳群の北京

若作古墳群は、 5 

)1ヰ

りケられる。

天王山古墳群

6世紀前3基の円墳を

に位置づけら 前方後円墳 :iし6 

O 5世非己から 6

いるcら

ケ" 
4 前坪古墳群の南の丘陵には、

2号墳が東名高速道路建設に伴い調査さ

られる。このほかの古墳では、

p 
VJ 

、吉画

」一

ぬ心

同神社古墳

!市内

や横穴墓である。

市内に

谷川

末ま

には 6世紀白中ごろ

P 
リ

造られた横穴墓群が分布している O

前坪古墳群が存在する丘陵の:京端では、長谷土地区画整理事業に

群 3号墳、西池古慣の各古t賓と、本村横穴墓群E群 3基、向

いる。前坪 6号墳は、墳丘基底

ちh

} して、さ

LLi 』何日

1号j費¥2

産経20m、高さ 2.5mの円墳で¥

ミっぱいに造られてい

ま明らにより

群のうちの 1基と考えられていた

の古墳‘であることが判明し

3 1基、

ら

いた。古墳の

うち、向山横穴墓群からは、須恵器田辺編年のMT

していて、!県内はもとより東日本最古の横穴墓群である O

。えら

している O 向
}も2

d、
竺T
/，;) 0 に使用 Lたものとをらり

ノ
を いて、

円墳と考え

できない。

る古墳のうち 1号墳について

~ ;:1:確認できない。

に削ら

につしJ冶では、

られた
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日 調査の内容

1. 3号墳の概要

3号噴は、丘陵の先端から200mほどの位置に造られた前方後円墳で、ある。後円部墳]買の標高約45m、

水田面との比高差約27mを測る O 古墳の南半分は山林、北半分は茶畑となっていた。

前方部の南側から先端、そして古墳の北側から後円部の東側にかけて平坦面があり、茶畑となって

いた。後円部の東側の茶畑の高さは、前方部西側の茶畑より約 2.8m高くなっている O

墳丘は、原形をよくとどめていたが、後円部北側裾と、前方部の両端が畑の開墾により部り思ら

いた。また、墳丘南半のくびれ部から前方部にかけては農業の利用により若干削られていた。

3号墳の確認調査は、古墳であるかどうか確認するための調査であり、幅 1mのトレンチを設定して、

掘削した。墳丘測量は、現況の測量であるため、等高隷は25crn間隔で、縮尺100分の lで作図した。

第 1トレンチ

山の擦を使用した葺石と古墳の裾、古墳匂裾から続く黒色土を確認した。黒色土は、!幅約 6mを

測る。古墳とは反対側の壁が垂直に立ち上がるのが気になるが、ここでは周溝と考えておく O

第 2トレンチ

墳丘斜面において地山の礁を慣用した葺石を確認した。茸石は、墳頂部から約2.6m下が巳ったとこ

ろから裾にかけて検出した。葺石のない部分は、茶畑の耕作の時に邪魔になるためにはずしたものと

えられる O 第2トレンチで検出された周溝と考えられる黒色土は、幅約 3m、深さ約25cmで、あった。

墳丘裾のレベルは、第 1トレンチで確認した裾のレベルより約60cm高くなっている O

第 3トレンチ

検出された葺石のうち裾に近い部分は残存していたが、墳丘のものは涼位置から動いていた。

第4トレンチ@第 7トレンチ

h 

'-

葺石が崩れた状態で検出された。古墳の裾は確認していない0

5トレンチ

るO 敷き詰めるという状況ではない。

6トレンチ

前方部頂から約 1.9m下がった標高40.7m付近で、幅約80cmの段のような平坦面を

ら下で茸石を検出した。茸石は、 25cm前後の大きさの地山

その中に 1点長さ約60cmの河原石が用いられていた。

議 8トレンチ

した。そして、

されている

前方部頂から約90cm下がった標高41.7m付近から葺石を検出し、標高40.20m付近で、幅約60cmの段

を検出した。段から裾までの闘の茸石はほとんどが畑の開墾の時にはずされていた。この葺石のはず

された部分で、盛り土である黒色土と黄褐色土の互層を確認した。

第9トレンチ

前方部北側先端部分に設定したトレンチで、標高39m付近から下に茸石が残存していた。墳丘裾の

葺石は畑の開墾時に抜き取られていた。

後円部東側裾から後円部墳頂までの高き5.2回、後円部墳頂と前方部頂の比高差2.5mをis.UるO 古墳

がのる基盤層 ら前方部方向に傾くために、前方部は裾ーから頂までの高さ 5mを測る。

一'74 



20 2号墳

2号墳は、

円墳状を呈する

Aトレンチ

表土直下から

の北半分を掘り

る{面体、さらに

西約90mに位置し、

らjじを

1点、

e 3I11をis!I;る。

られている O

し

高さ約 2rnの

トレンチ

と県われ

Aトレンチと

た。 SXOl 

において、性格不明な遺構 :~i XOlを検出し

、東西方向か南北方向に主軸を向ける遺構

である。 るところま していないが、東西方向に 3
......， J.  -L-.. "L-日

ろそど伺すの。

Bトレンチ

斜面から を用いた葺石状の遺構が検出された。 葺石と呼ぶにはあまりにまばらである

ら

この葺石状の礁を

あら

ていたo トレンチで検出した敷石状の礁とは明らかに大きさが異なる O

トレンチーの東半分を掘り下げたところ、 トレンチの北半分からは黒色土が

にではある に厚さ約lOcmの黄褐色士の盛り

G トレンチ

の平坦面にかけて設定したトレンチで、 Bトレンチ同様、

している状況が見られた。 離の実測後に北半分を掘り

ろで地山に達した。

ら

東側の平坦面では、表土l'に黒色ゴこが厚く堆積していた。この黒色土を除去したところ、

とこ

と考えられる SD川、 SD02を検出した。 SD は黒色土を掘り いないために出

していなしミ。この SD01、SD02は、直角に配される溝である可能性が高く、性格として

墓の屑構の可能性が高いo S D02の確認面の幅約 1mを割る。

3回 4号輔の概要

4号墳は、 3号墳の東約50moに位置し、最高見ITの標高約44.5mを測る O小高くなっている程度であっ

たが、頂上付近から北と東を畑の開墾により書uり取られている O

Aトレンチ

頂上の平坦商の東端、頂上から西に下がった傾斜から平坦面に移行する場所、そして西端の平坦固

と考えられる遺構を検出した。 SD01、SD021土、 2号墳のBトレンチ同様地山

の円E擦の散布が見られ、その下から検出したもので、黒色士を覆土とする。 SD01， S D02問

5mを測る。 SD03i立、幅約 L7mを測る O 掘削議中で緑色繰灰岩製の管玉、が出土したために、掘削

を中止した。管玉検出面までの深さ約90cmを測る。管玉とともに土師器の小片が出土した。 SD04は、

L2m、深さ約70cmを掛川、覆土中から祢生土器と恩われる小片が出ことし

Bトレンチ

頂上平坦面の北端におい S D05 した。 の耕作で削平を受けていて、

面近く していたにす さ約25cm した。底面のレベルl土、 SD04より

く2なっている O

~ 8 -
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国まとめにかえて

3号墳の各トレンチからは、土師器壷の破片が少量出土している O 第6図 1は、第 8トレンチ

前方部先端の西側から出土した土師器壷の口縁部破片で、外面に縦ハケを施し内面の下半

ケ、上半に横ハケを施す。外国に赤彩がかすかに残る o 2は、第 8トレンチ内の前方部の段から出土

した土師器壷の口縁部破片で、器表の剥落により調整は不明であるが、外面に指による

るO 小破片のため、径は不明で、ある。 3は、第 2トレンチ内後円部の茸忘上から出土し

の底部破片である。

3号墳から出土した土師器査は、古墳時代前期に位置づけられる o 3号墳の次に築遣されたと考え

られる浅間神社古墳群 3号墳が 5世紀初頭に位置づけられることからも、前坪 3号墳の築造時期を 4

ら末に位置づけることができる O

の測量調査による 3号墳の規模は、全長4711.1、後円部の径29，5m、後円部の高さ5.2m、前方

部の長さ17.5m、

まで、掛川市内

る。

により、市内でも

ら始まると考えられていて、県内の他の地

に位置づけられる前坪 3

まったことが証明さ

れた0

2 

何ら

面から盛り

た、

4 

出ョヒしている O このことから 6

える O 頂上から検出さ

，~ 

，，~ 

く、

ところ断定できない。ま

となった。

、土師器片と緑色凝灰岩製管玉の出土により、

り、海状遺構の存在から、

中期と

C 

における弥生時代中期

考えると、この丘

ったことを もの

と造られた墓域で

h
リ らかとなっ

L--上工こうis

l 〆¥斗

LJ 
円!爪
同iω

¥、
」て六ミ

q t():tCli1'I 
町~四~町直立正~ヱE軍宝~工ID

。謹位向官
匝両日嗣

1~~3=3号墳ヰ =2号境目立 4号墳

第 6図

す
よ

4
4よ



浅間神社古繍群 3
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4号墳
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確認調査地点遠景

3号墳近景
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3号墳後円部東側平坦面

3号墳前方部先端

図

版

E





3号墳 第 2卜レンチ内葺石

3号墳 第 6卜レンチ内葺石
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3号墳 第 8卜レンチ内葺石と段

3号墳出土遺物

図

版

W





図

版

V

3号墳 第 1トレンチ内墳正裾の葺石

3号墳 第 2トレンチ内葺石上の土器片





3号墳 第 6卜レンチ内葺石残存部分

3号墳 第 9トレンチ内前方部先端の葺石
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2号墳 A 卜レンチ内敷石状遺構

2号墳 Cトレンチ内方形周溝墓周溝
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4号墳 Aトレンチ全景

4号墳 A トレンチ内 SD03 
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